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と
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れ
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平
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自
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、
広
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世
叩

川
ま
ち
に
し
ま
す
。

界
に
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を
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け
た
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ま
ち
に
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昭和27年12月22日第3種郵便物認uf.毎月 l口・ 16円発行 定価 l部3円

2月4日行われた、大屋商工会青年部による神川第一保育園での節分会の風景

市民と市長の日

「市民と市長の日」を 3月1日仕)午
前 9時から正午ま で、市役所3階市長
室で行います。お気軽におてuかけ〈だ

きし、

主な内容

...2・3ページ53年度決算のあらまし…

春は火災シーズンです・・・..一.........................・..........一一・4ページ

選挙の知識一.............................................................5ページ

農地問題相談日

「農地問題相談」を 3月l自由午前

8時30分から正午主 て、制
業委員会事務局でで'1行T引L、ます。i/i¥経に
おでかけ ください。

固定資産税の課税台帳を縦覧…………………………………6ページ

市営住宅 (下之郷団地)の入居者を募集…………………… 7ページ

ご寄付お札・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・一-一.................一一.8ページ
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.463万円
市，521万円
，959万円
，802万円

，255万円
，142万円

，590万円
昭
和
五
十
三
年
度

一
般
会
計
、
特
別

会
計
の
決
算
が
十
二
月
定
例
市
議
会
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
内
容
を

公
表
し
ま
す
。

一
般
会
計
決
算

一
般
会
計
は
、
歳
入
総
額
百
四
十
九

億
四
千
九
百
十
七
万
三
千
八
百
三
十

一

円
、
歳
出
総
額
百
四
十
六
億
八
千
二
百

七
十
二
万
八
千
八
百
八
十
七
円
で
、
差

引
き
二
億
六
千
六
百
四
十
四
万
四
千
九

百
四
十
四
円
の
黒
字
決
算
で
終
了
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
前
年
度
と
比
較
し
ま
す

と
、
歳
入
総
額
で
一
八
・
二
%
、
歳
出

総
額
で
一
八

・
九
%
の
伸
び
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、

市
税
が
歳
入

総
額
の
三
五

・
一
%
を
占
め
、
次
い
で

地
方
交
付
税
の
一
五

・
一
%
、
国
庫
支

出
金
の

二
ニ

・
六
%
、

市
債
の
一
二
・

六
%
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
民
生
費
が
歳
出
総
額
の

一言一

・
七
%
を
占
め
、
次
い
で
土
木
費

の

一
五
・

二
%
、
教
育
費
の
一

三

・
五

%
、
総
務
費
の
一
二

・
九
%
の
順
に
な

っ
て
い
ま
す
。

特

別

会

計

決

算

特
別
会
計
は
、
独
立
採
算
制
を
目
途

に
努
力
し
、
各
会
計
と
も
計
画
ど
お
り

の
事
業
を
行
い
、
国
民
健
康
保
険
事
業

な
ど
七
会
計
と
も
、
黒
字
決
算
で
終
了

l
レ
キ
A
F
1し

h~
。

戸

@
1グ
ラ

7
は
万
円
以
下
切
り
捨
て
)

，537万円
，329万円
，223万円

~2 ，353万円
，236万円
，621万円

53年度一般会計決算の状況

歳出総額

146億8，272万円
(100%) 

歳入総額

149億4，917万円
(100ラG)

入歳

52億4，372万円(35.1%.)

22億5，534万円(15.1%)

20憶2，672万円(13.6%)

18億8，660万円(12.6%)

10億5，476万円1(7.1%)

9億7，771オ円 (6.協)
5億 91万円(3.3%) 

2億9，175万円(1.9%) 

2億1，893万円(1.5%) 

b 
25億

出歳

市税

地方交 付税

国庫支 出金

市債

諸 収 入

県 支 出金

分担金および負担金

操越

財産 収

金
一
入

慣用料および手数料 1億9，901万円(1.3%) 5，554万円(0.3%)I そ の 他

そ の 他 2i意9，372万円(2.0%) 1億4，685万円(1.0%)r 議 dコ=bzh 費

4億6，140万円1(3.1%) j商 日方 費

61:意8，8710万円(4.7%) 衛 生 費

8億14，761万円(5.8%) 公 f責 費

12億4，680万円(8.5%) 商 工 費

癌 16億5，947万円(11.3%)- 冊 農林水産業費

18億8，979万円 (12.9%) 主司W公O 務 費

19億7.822万円 (13.5%) 教 育 費

Ot 
22億2，673万円 (15.2%) 土 木 費

34嬢8，161万円 (23.7%) 畏 生 費

25億

20億15億10億5億

1一一
5億10憶

一，-
15億20億
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な
と
仁
会
計

と
も
、
黒
字
決
算
で
終
了

し
ま
し
た
。

{
@
u
n
グ
ラ
フ
必
万
円
以
下
切
り
捨
て
)

4 Ull.1f)3万円

3 f.U8 ，fi211iJIj 

2也九.959万円

1 !.lt.9 .802 JiPl 
1 H!.7.255万円
J .142万円

2.590万円

医冨老人医療資
生活保誕扶助資

身体附宮精神薄弱者援護費

同和対策生活環境整備

東部保育園改築工事費

保育園増改修工事費(7件)

老人のための明るいまち推進事業費

一般会計の主な使いみち

医冒校舎増改築事賊業(峨閣加附i出1:i:::問附鮒酌E開駅靴鰍恥RR刺肘恥:jIわiドυ:コ)4 f憶悦怠
校舎補改 f修傷事業 9，153万円

西部公民館建設 8札，7九40万円

国{体本関速野球場.庭球場等改{修曝工事 3，1凶97万円

夜間照明施設建設(一中、三中、四中) 2，1叩90万円

国体実行委員会交付金 1し，7九46万円

陸上競技場第 3種公認改修工事 1し，12お8万円

下之郷同和集会所建設(用地共) 1，057万円

7 ({i4 ，537万円

1 ((!.5 .329万円

2 !.iI乙，223万円
2 f色乙，353万円

1 fQ. ~ ，236万円

9，621万円

E富 市道新設改良舗装

都市計画街路事業

公共下水道事業繰出金

自然運動公園

市営住宅建設(30戸)

河川改修工事

8億円

1，255万円
金

車
盟国融

4億5，616万円

2億9，740万円

1億9，159万円

1億8，101万円

7，745万円

4，962万円

託

掃

E重量量週 農 地 費

匪望書要望同和地区農業振興費

ーーーーー 農業改善事業費

農村総合整備モデル事業

農業振興費

畜産業費

預

清

資

面

53年度特別会計決算の状況銘銘易委易揚揚揚象表象嘉義裁議長物
多多多多銘銘銘xxx銘:X銘銘銘銘銘銘銘銘銘銘銘xx

0国保加入状況

世帯数

被保険者数

01呆険給付4犬;兄

件数

費用額

保険者負担分

診率

年間 1人当り 6.3件

。高額療養費給付状況

件数 3，966件

給付額 1億7，069万円

11:意 2億

民国

|国民健康保険事業|

12，657世帯(加入率39.1%) 

35， 755人( // 32.4%) 康

険

業

健

保

事

261，672イ牛

30億3，481万円

21億2，375万円

¥
I
l
l
1
1
ノ

共
道
業

水
公
下
事

/
1
l
l
l
¥
 

0受

41.意 294万円

31.意7，496万円

2億9，714万円

2億9，205万円

(罫告)

(よ得事:J
6億9，802万円

|同和地区住宅新築資金等貸付事業1
貸付額 (81件) 2億8，800万円

|公共下水道事業|

公共下水道建設費

9，988.万円

9，693万円(T1二)
4，387万円件

件

一
一
Q
u

q
J

業
一
(

(

事
一
以

費

得
一
陣

叫
填

取
一
期
補

地

一

有

償

土
一
公
補

口
亡コ歳出

317万円

|交通災害共済事嘉1
共済掛金収入 (84，390人)

見舞金支給 (403件)
3，646万円

3，133万円(232Z) 2，067万円

1. 857万円
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門ロハhu
円
ノ
一-
昨
春
の
火
災
予
防
運
動
が
、
二
月
二
十

柿
九
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
の
二
週
間
、

昭
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

一
春
先
は
、
空
気
が
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
燥
昨
年
秋
に
発
表
さ
れ
た
「
消
防
白
書
」

一
し
て
風
も
強
く
、
ま
た
、
寒
さ
か
ら
も
に
よ
る
と
、

一
年
間
に
七
万
四
百
二
十

一
解
放
さ
れ
て
き
て
火
に
対
す
る
注
意
心

三
件
(
日
本
の
ど
こ
か
で
七
分
二
十
八

一
が
う
す
れ
る
時
期
で
、
い
わ
ば
火
災
シ
秒
ご
と
)
火
災
が
発
生
し
、
毎
日
二
十

だ

l
ズ
ン
の
か
本
番
。
と
も
い
え
る
危
険
八
・
九
人
が
火
事
で
死
傷
し
、

三
億
五

-
え
な
季
節
で
す
。

千
八
百
万
円
の
財
産
が
む
な
し
く
灰
に

こ
の
運
動
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
な
っ
て
い
ま
す
。

.
防
火
の
心
が
け
を
新
た
に
し
、
人
命
や
出
火
原
因
の
卜
y
プ
は
、
や
は
り
「
た

n
b匹幸
財
産
を
み
ん
な
で
守
る
た
め
に
行
わ
れ
ば
こ
」
で
、
九
千
九
百
二
十
件
、
全
火

広

ま

す

。

災

の

一

四
・

一
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

一

珍
手
P
Mmう
彰
五
銘
彰
膨
務
ρ
mmmm

一
ラ
，
遜
一
M

均一
滋
抑
揚
Mm

吋

E
E膨
彰

彦

d
z

a
g
F
E聞
申
宮
聖
書
明
圃
画
型
組
修
凶
園
開

e円
関
田
町
伊

a
u
a

説。

紘

一
ゑ
認
が
ふ
貌
多
弱
務
次
…
例
劇
的
的

時一岬

急

以

f
m
m
務
滋
移
忽
V
J
沼
署
易
仇

抗
争
緩
い
w労
移
M
3微
弱
拶

mMmMm

q

，

F
Z
3
37
mm
m惣
一
政
務
綴
務

-

，
ι山
ι中
庁

V

汐

勾

mvm坦
d
u釦
問
忠
治
t
v岳
民

%
v
w
pdhu

-
43す
J
Z
ゑ
変
劾斜
線
ω泌物初

一
こ
の
た
び
上
田
市
・
塩
田
・
浦
里
の

一
各
農
業
協
同
組
合
様
か
ら
、

交
通
安
全

同
対
策
に
と
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
|
四
十
八
基

別

(時
価

4J
ah川
卜
力
川
)
を
こ
い
々
付
い

w
哨
と
と
き
ま
し
た
。

春
は
火
災
シ
ー
ズ
ン
で
す

全
国
火
災
予
防
運
動

識

j兄は、次

す。

をつよめ 2
月
m
B
j
3
月
刊
同
日

出
火
原
因
た
ば
こ
が
ト
ッ
プ

こ
の
た
び
文
化
会
館
建
設
を
推
進
す

る
上
田
市
民
の
会
様
か
ら
、
文
化
会
館

建
設
基
金
に
と
、
百
万
円
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

以
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あっ七

ハ乞
ω

次
い
で
「
た
き
火
」
の
九
千
八
百
七

十
七
件
、

一
四
・
O
%
、

三
番
目
に
「
子

供
の
火
遊
び
」
六
千
三
百
三
十
五
件
、

九
・
O
%
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、

出
火

原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
、
わ
た
し
た
ち
自

身
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
る
も

の
で
す
。

「
こ
れ
く
ら
い
と
思
う

油
断
を
火
が
ね
ら
う
」

市
民
の
皆
さ
ん
、
家
庭
で
も
職
場
で

も
次
の
こ
と
を
守
り
、
こ
の
運
動
を
機

に
火
災
を
な
く
す
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ

，「ノ
。

ー
、
子
供
や
お
年
寄
り
だ
け
を
残
し
て

外
出
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

2
、
子
供
や
お
年

5
り
の
必
る
場
所
は
、

な
る
べ
く
避
難
し
や
す
い
場
所
に
し

字
。
tし
ト
ム
F

・勺
J
O

-d、

μEH内
1b目
前
崎
副

m
h
u
a町
山
剛
山
首
別
円
l

ゆ
ゆ
、

l
J
八
仇
叫
W

4

Y
ル
魚
川

点
検
を
必
ず
行
う
習
慣
を
つ
け
ま
し

レ
A
F
'
「
ノ
。

4
、
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

ャ勺ノ
。

5
、
万
一
の
火
災
に
備
え
て
、
だ
れ
が

何
を
す
る
か
家
族
全
員
で
話
し
合

っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

6
、
特
に
職
場
に
お
い
て
は
、
消
火
、

通
報
、
避
難
な
ど
の
訓
練
を
積
極
的

ゆ
〈
災
犠
盆

に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

7
、
自
分
が
使
う
火
は
消
す
ま
で
責
任

を
持
ち
、
そ
の
つ
ど
安
全
を
確
認
し

ま
し
ょ
-
フ
。

8
、
消
火
器
の
使
い
方
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
‘
消

火
の
準
備
は
常
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

λ
ノ
。

建
設
工
事
入
札
「
参
加
願
」

の
提
出

管
理
課
庶
務
係
宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
4
3
有
線
②
0
7
3
1

昭
和
五
十
五
年
度
、
市
関
係
の
建
設
表
者
の
身
元
証
明
主
④
経
常
事
項
審

工
事
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
査
申
詰
書
の
写
し
⑤
委
任
状
、
ま
た

れ
る
方
は
「
建
設
工
事
参
加
資
格
審
査
は
社
内
規
則
⑥
一建
設
業
退
職
金
共
済

申
請
」
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
次
組
合
加
入
証
明
書
(
加
入
者
に
限
る
)

に
よ
り
、
い
め
に
子
続
き
を
し
て
く
れ
~

提
出
期
限
:
¥
二
川

-
H
山
か
ら
同
・
二
十

さ

い

一

日

間

叩

ま

で

必
要
書
類
・
0

・3
建
設
工
事
参
加
資
格
審

提
出
先
。
，
位
百
周
謀
昨
川
崎
係

、問迫い

、きれい

ければな

お
間
合
わ
せ
以
市
役
所

生
活
交
通
謀
。
4
1
0
0
内
線
2
7
6



{
時
価

a，
ah間
十
一
万
円
J

存-ご
K
J
け
い

w効
た
だ
う
ま

L
た。

f

q
;
、
む
礼
申

L
上
f
ま
す

た
だ
き
ま
し
た
c

伴
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

、ま な

就し る
寝よ べ
前う く
や。越
外難
出し
円 や

lそふ
火場
の所
冗 lこ
のし

ど (Ds相21年12f122H¥ .... 
た一一一切 3剛健脚U ヨ'¥809 ~) _ えつ一(5)一一一昭和55年2J11611 広報

選挙違反の絶滅できれし三な選挙を

選挙の知識

⑬ 今愈

下水道は時々掃除を/

下水道は、 ftみ良い生活環境 を守るために欠くこ

とのできない施設です。 この FIJて道も正 しく使われ

ないと、その使命を完全に果すことができなくなり

昨年執行された第九[n[統ー地 方選栄の述1-<.I}~仙よ;者

のとおりで依然として汚れた選挙が行われて1弓 j

有権者は、公正な選後のため、とよむ ・/'，1~乾 tlt~ つよめ
ていかなけれlぎなりません。

。検挙総数

13，583件 19，891人(逮捕 1，930人)

0選挙別検挙状況

0道府県議会議'1関係
7，882件 11，237人(逮捕 1，200人)

0市区町村議会議H関係

4，289f1ニ 6，522人(逮捕

。違反の特徴

①候補者およびその級族にかかわるす~f'I:が多くあった
②市町村議会識はの違反が日立っていた

③買収が依然として多い。

④各樋物品供与事犯が目、工った。

⑤詐偽投票の険挙が目立った。

。物品供与と買収額

判定員、食品頒、台所用品類、喫煙共矧、JJll1!ili品煩、チ

ケ y 卜類、電気製品、日用品、その他J 'fi 4x額は、l
件単価 100r'lのガソリン券から 8，000f'JO)J2ノじト、ま

で、 61品"にもおよんでいます。例外 として'ドl頭

500，000刊がありました。 (1昨年 5JJ 20 l J 刻従)

487人)

ます。

みなさんの F/J，道ですから、次のことを守 2て大

切に使いましょう。

①防臭ます、下ぷ トラップ(塩化ビニール製j は、

台所ーから 出るiHJやコミがたまるところです。掃除

をしないと、管がつまったり悪臭が発生しますの

で、このようなことにならないよう、 H手々掃除を

しましょう 。

②ディスポーザー(台所のゴミをこまかくして流す

機械)は、 下水管をつまらせたり、 下水道の{1Ihき

を低下させるので、使用しないでくださし、。

③マンホールや「ます」に、ゴミ、砂などを捨てな

いようにしましょう 。

④油脂類が、 F /j，道に多 l止に流入すると、これが下

水管の内面にイ寸r干して、管をつまらせたり処珂場
の機能を低ドさせます。油脂類を多iLtに排，'1'，する

飲食時、ホテルなどの調理場には、 「油析し ゃ断

装青空」を設5そしてください。

なお、下水道が故障した場合は、工事をし た「指

定工事庖」に連絡 して くださ い。

さ
い
。

必
要
書
類

目
①
建
設
工
事
参
加
資
格
審

査
申
議
書
母
市
続
完
納
証
明
書

S
代

日
間
ま
で

提
出
先
・
・
菅
理
課
庶
務
係

総選準にお、ける選挙違反状況で、 H乍年10lJ15日現在に

おける結架は次のとおりでした。

O検挙件数
+食挙総、童文 2，324f牛 5，412人

0賀収 1，933件 4，722人

0 臼由妨害 53件 52人

Orヨ月IJ訪問 131件 263人

0文兵違反 170件 329人

0その T也 37f牛 46人

以 上の状況から、最も f悪質な買収の絶滅にI:J:.、 程遠い

ことが判明しました。 これからも、明るい選挙、きれい

な選挙の推進に、なお~ー!習の努力をしていかなければ主

らないことと思います。

、、...-.......-..f.......・/也、.、ノ〉・../、・ーノ、ノ~ノ、・.../• ._......ノv、.........，...... "' • .，_，.・ノ.....，ノ旬、/'._， 計 、-，....~..、、ザ戸、、/V内、ノ、-

生お
活間
交合
通わ
課せ
⑫ ~j. 
4市
1役
o PIT 
o 
内
線
2 
7 
6 

くらしを守るあなたの国民年金

(国保年金課国民年金係金⑫4100内線284有線②0711> 

⑮ 

日"日 名 単 {立 安 1直 r..1 !前

l占頭 1，170円 1， 350[IJ 

U:lR 
士T t由 配達 1，260f'J 1， -!tJOjlj 

20U2 配達 13，60UPJ 15，OlllljlJ 

フロノ、ン 5mJ 2，OOOf'J 2.2<lOPI 

灯油・プロパン情報協力庖販売価格 (2tJ 10IJi見附

国民年金には、皆さんが長い人生の節々でどんな

事故にあっても年金を支給して、税切に手、うでする

仕組みが整 コてい ます。

年金のi部、は、円相で老齢年金が39，225円 (25年納

付)。陣害年金(1級)は49，i91円 陣害年金(2級)

と母子年金などは39，833[IJ。寡婦年金は、夫が受け

る老齢年金の、|壬相です。これらの年金は物価の k舛

に合わせて用組されますので、将来日減りすること

がありません

国民年金加入者が、 上記のいずれかに該、均するこ

とになりましたら、寸くに同保年金，l!!"の窓11にわ・い

でくださ¥"<

こんな国民年金こんなときには、

これは t訂版従f共協 }J'~iの倫怖かlfEの結'，R]から{他的~. i"旬，.
サしている fのでrfil付金時のUIliヮピ他mごはあり tぜJ
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お知らせ
固
定
資
産
税
の

課
税
台
帳
を
縦
覧

え

〈

3
月
1
日
3
3
月
幻
日
〉

つi

資
産
税
課

事

官

⑫

4
1
0
0
内
線
2
3
6

広
|
晴
晴
防
川
同
川

H
I
l
l
-

-

昭

和

五

十

五
年
度
固
定
資
産
税
の
課

一

税
の
基
礎
に
な
る
評
価
額
が
、
決
ま
り

わ

ま

し

た

。
次
に
よ
り
、
課
税
台
帳
の
縦

民
一
覧
を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

2
E
 

刷
新
ひ
ご
覧
く
、だ
さ
い
。

幻
種
抑
制
な
お
、
本
人
が
縦
覧
さ
れ
る
場
合
は

f
「
印
鑑
を
、
代
理
人
の
場
合
は
代
理
選
任

一
届
か
委
任
状
を
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

一
縦
覧
で
き
る
台
帳
:
・
土
地
課
税
台
帳
、

一
土
地
補
充
課
税
台
帳
、
家
屋
課
税
台

号
帳
、
家
屋
補
充
課
税
台
帳
、
償
却
資

nv 
別

産
課
税
台
帳
。

第

縦
覧
婦
問
と
時
間
・
・
・
三
月
J

日

ωか
ら

/

Z
H二
十

J
H
S
自
問
、

午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
(
た
だ

し
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で
、
日
曜
日
・

祝
日
は
休
み
)

縦
覧
の
場
所
・
・
・
資
産
税
課

評
価
額
の
決
定
・
・
・
昭
和
五
十
五
年
度
は

据
置
年
度
に
あ
た
る
た
め
、
土
地
に

つ
い
て
は
地
目
の
変
換
、
家
屋
に
つ

い
て
は
改
築
・
損
壊
な
ど
が
な
い
場

合
に
つ
き
、
昨
年
決
定
し
た
価
格
に

据
置
か
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
地

目
の
変
換
が
あ

っ
た
土
地
、
新
築
や

増
築
の
あ

っ
た
家
屋
は
、
評
価
替
え

や
新
し
い
価
格
に
決
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
資
産
を
お
持
ち
の

方
は
、
評
価
額
を
ご
覧
に
な
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

審
査
の
申
出
・
:
地
目
の
変
換
や
家
屋
の

新
築
・
増
築
の
た
め
、
評
価
替
え
や

新
し
く
価
格
の
決
定
が
あ

っ
た
も
の

で
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ

れ
ド
ム
ん
，
lw
t
y』

M
M
「
ワ
γい
ず
れ
rl
仰

帥

爪

w

b
A
W
Z
u
e
l
A
ゅ
は
陣
、

審
査
の
申
出
が
で
き
ま
す
。
申
出
を

さ
れ
る
人
は
、
三
月

一
自
国
か
ら
三

月
三
十
一
日
間
ま
で
の
聞
に
、
文
書

で
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
へ
申

出
で
く
だ
さ
い
。

税
負
担
の
調
整
・
・
・
昭
和
五
十
四
年
度
か

ら
、
土
地
の
固
定
資
産
税
は
地
方
税

法
の
規
定
に
よ
り
、

二
疋
の
負
担
調

整
措
置
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

納
期
の
変
更
・
・
・
昭
和
五
十
四
年
度
は
基

準
年
度
で
あ
り
、
国
会
の
審
議
な
ど

も
遅
れ
た
た
め
、
第
一
期
の
納
期
が

五
月
で
し
た
が
、
五
十
五
年
度
か
ら

は
四
月
が
第

一
期
の
納
期
と
な
り
ま

す
。

市
育
英
会
の
弱
年
度

奨
学
生
を
募
集

教
育
委
員
会
総
務
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
5
4
5

有
線
②
0
8
6
1

資
格
・
:
①
昭
和
五
十
五
年
四
月
か
ら

高
等
学
校

(全
日
制
、
定
時
制
)
に

進
学
す
る
中
学
生
。
②
五
十
五
年
四

月
現
在
、
高
等
学
校
に
在
学
し
て
い

る
生
徒
。

申
込
方
法
:
・
在
学
し
て
い
る
中
学
校
・

高
等
学
校
の
担
任
の
先
生
に
相
談
し

て
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

決

定

:
・
育
英
会
の
評
議
員
会
で
審
査

し
、
決
定
し
ま
す
。

自
l
q邑
鋼
剛
岡

M
F
o
=
百
H
l
T
L
ん門口
山刑
さか骨、官、ふ
6
4
0

暦
の
上
で
は
立
春
が
す
ぎ
、
春
は
も

う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
か
の
よ
う

で
す
が
、
朝
夕
は
ま
だ
ま
だ
寒

い
よ
う

で
す
。
こ
の
寒
い
時
に
は
、
心
筋
梗
塞
な
ど

心
臓
に
関
係
し
た
病
気
に
か
か
る
人
が

多
く
な
る
と
い
わ
れ
、
寒
さ
は
心
臓
に

悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
「
寒
さ
と
心
臓
」
の

タ
イ
ト
ル
で
、
心
臓
病
の
原
因
と
予
防

に
つ
い
て
触
れ
て
み
ま
し

ょ
う
。

心
臓
の
働
き

心
臓
は
、
胸
の
左
前
部
に
あ
り
、
手

を
あ
て
る
と
、
鼓
動
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
鼓
動
は
、

一
分
間
に

六
十
か
ら
七
十
回
、
繰
り
返
さ
れ
収
縮

と
拡
張
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
全
身
へ

血
液
を
送
り
出
し
、
体
の
す
み
ず
み
に

酸
素
と
栄
益
素
を
供
給
す
る
重
要
な
役

割
り
を
果
し
て
い
ま
す
。

心
臓
に
寒
さ
は
大
敵

心
臓
の
悪
い
人
に
と

っ
て
案、
さ
は
大

こ
?
手
P

、

敵
で
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
な
ど
は
束、

い
時
期
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

私
達
の
か
ら
だ
は
、
索
、さ
に
あ
う
と

市
臥

Z
E
M
WH
削
世
除
梱
l
L
7
t
、

ル
昨

mw令
R
X凶
作l
h

住
川
(
町

809号~

市
営
住
宅
(
下
之
郷
団
地
)
の

入
居
者
を
募
集

そ
の
他
・
・
・
他
の
地
区
も
順
次
計
画
し
ま

す
。

血
液
の
量
を
減
ら
し
、
か
ら
だ
の
表
面

か
ら
熱
の
奪
わ
れ
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
細
い
血
管
が
急
激
に
収

縮
す
る
と
、
血
液
の
流
れ
は
悪
く
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
心
臓
が
同
じ
力
で
血

液
を
送
れ
ば
、
当
然
血
圧
は
高
く
な
り
、

心
臓
に
相
当
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

健
康
な
人
な
ら
、
こ
の
程
度
の
血
圧

の
上
昇
や
心
臓
の
負
担
は
な
ん
と
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
血
圧
の
高
い
人
や
心
臓

の
悪
い
人
に
と
っ
て
は
大
変
危
険
で
す
。

日
常
生
活
で
の
注
意
事
項

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
年
配
の
人

は
若
い
人
よ
り
も
心
臓
・
血
管
と
も
だ

い
ぶ
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
日
常

生
活
で
は
特
に
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
寒
い
朝
夕
の
動
作
に
は
、
保
温
に
じ

ゅ
う
ぶ
ん
気
を
付
け
、
時
間
的
に
余

裕
を
も

っ
た
生
活
を
す
る
。

②
階
段
を

一
気
に
か
け
上
る
よ
う
な
こ

と
は
避
け
る
。

③
空
気
中
の
炭
酸
ガ
ス
や
一
酸
化
炭
素

は
心
臓
に
悪
い
の
で
、
暖
房
の
際
は

不
完
全
燃
焼
に
気
を
付
け
、
時
々
窓

を
あ
け
空
気
の
入
れ
替
え
を
す
る
。

④
精
神
的
な
緊
張
や
興
奮
は
避
け
る
。

⑤
タ
バ

コ
は
で
き
る
だ
け
節
煙
す
る
。

⑥
お
ふ
ろ
に
は
熱
く
な
い
も
の
に
、
ゆ

っ
た
り
と
長
時
間
は
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
寒
い
日
が
続
く
と
思
い

ま
す
が
、
休
養
と
押
崎
日岨
は
ピ
申
・
7
'ペ;礼

乳
幼
児

健
康
診
賓

三
歳
児



倒
産
課
税
台
帳
。

第
縦
覧
剣
聞
と
時
間
・
:
三
月
日
日
出
か
ら

r

三
月
て
十
J

日
企
の
問
、
午
前
八
時
吋

ハWJvhu 
nxu 
第一
管

理

課

住

宅

係

一

宮

⑫

4
1
0
0
内
線

3
4
5

一

有

線

②

0
7
3
1

一

市
営
住
宅
(
下
之
郷
団
地
)
の
新
築

、、，，，，畑
町
に
と
も
な
い
、
市
で
は
新
規
の
入
居
者

間
聞
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ

畔
刷
る
人
は
、

三
月
三
日
聞
か
ら
三
月
十
三

U
M川
内
‘
“

細
川
市
白
山
川
ま
で
に
、
管
理
課
へ
申
込
ん
で
く

一

だ
さ
い
。

一

な
お
、
こ
の
住
宅
に
は
、
六
畳
三
部

だ

屋
、
台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、
洗
面
所

・え

が
あ
り
、
二
階
建
で
す
。

対
象
住
宅
・
・
・
市
営
住
宅
下
之
郷
団
地
(
桜

』つ

自
治
会
)
の
第
一
種
住
宅
二
十
二
戸
、

報

第
二
種
住
宅
八
戸
、
三
月
完
成
予
定
。

広

家

賃

:

第
一
種
・
第
二
種
住
宅
と
も

一

に
一
万
九
千
円
前
後。

一
資
格
:
・
①
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

一

市

内

に

勤

め
先
き
の
あ
る
人
で
、
住

一

宅

に

困

っ
て
い
る
人
。
②
市
営
住
宅

日
入
居
基
準
に
該
当
す
る
人
(
例
H

給

nh
v
 

別
与
所
得
者
で
扶
養
親
族

一
人
の
場
合
、

2

第
一
種
住
宅
は
年
間
収
入
百
五
十
七

時

万

二
千
円
以
上
二
百
二
十
五
万
七
千

p
h
u
 
和
九
百
九
十
九
円
以
下
。
第
二
種
住
宅

叫

は

百

五

十

七

万

一
千
九
百
九
十
九
円

一

以

下
)

一
抽
選
日
と
場
所
・
:
三
月
十
九
日
側
、
午

げ
前
九
時
三
十
分
か
ら
、
市
役
所
四
階

一

会

議

室

。

市
営
住
宅
へ
下
之
毎
図
型
の

入
居
者
を
募
集

新
し
く
価
格
の
決
定
が
あ
っ
た
も
の

で
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ

れ
た
こ
と
が
に
つ
に
不
服
の
あ
る
人
は
、

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

宮
③
1
2
6
0

入
居
資
格
・
:
県
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤

務
場
所
を
有
す
る
人
で
、
次
の
条
件

に
該
当
し
て
い
る
人
。
①
現
に
同
居

し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
こ
と
。
②
収
入
が
、
公
営

住
宅
入
居
基
準
に
該
当
す
る
人
。
③

現
在
、
住
宅
に
困
っ
て

い
る
人
。

受
付
期
間
と
場
所
・
:
三
月

一
日
凶
か
ら

三
月
八
日
出
ま
で
。
上
小
地
方
事
務

所
建
築
課

(合
同
庁
舎
内
)

抽
選
日
と
場
所
:
・
三
月
十
三
日
同
、
午

後

一
時
三
十
分
か
ら
、
合
同
庁
舎
会

議
室
で
。

'v 

決
定
・
:
育
英
会
の
評
議
員
会
で
審
査

し
、
決
定
し
ま
す
。

由
平
司
位
制
問
問
問
・
'
・
一
二
円
円
ふ
1
品
ル
日
H

出川歩合骨、骨、ム
1

。

今
月
の
納
税

固

定

資

産

税

第

4
期

国
民
健
康
保
険
税
第
9
期

収
税
課
宮
⑫

4

1
0
0
内
線

2
4
1
・
有
線
②

0
6
9
1

今
月
の
納
税
は
、
固
定
資
産
税
第
四

期
と
国
民
健
康
保
健
税
第
九
期
で
す
。

税
金
は
、
納
期
内
に
必
ず
納
入
さ
れ

る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
今
月
の
納

期
限
は
二
月
二
十
九
日
幽
で
す
。

ま
た
、

今
ま
で
に
納
め
忘
れ
の
税
金

が
あ
る
方
は
、
一
緒
に
納
め
て
く
だ
さ

込同

献
血
に
ご
協
力
を

保
健
予
防
課
宮
⑫
4
1
0
0

内
線

2
8
9
有
線
②
0
7
2
1

市
で
は
、
尊
い
人
の
命
を
救
う
た
め

次
の
日
程
に
よ
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
献
血
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

献
血
で
き
る
人
・
・
・
①
満
十
六
歳
以
上
、

六
十
五
歳
未
満
の
人
。
②
前
回
の
採

血
か
ら

一
か
月
以
上
た

っ
て
い
る
人
。

③
過
去
六
か
月
以
内
に
妊
娠
し
た
こ

と
の
な
い
人
。
④
そ
の
他
、
現
在
病

気
に
か
か
っ
て
い
な
い
人
。

献
血
日
時
と
場
所
・
・
・
下
表
の
と
お
り
。

持
ち
物
・・・
献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

心
症
な
ど
は
寒

い
時
期
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

私
達
の
か
ら
だ
は
、
寒
さ
に
あ
う
と

血
管
が
収
縮
し
て
、

体
の
表
面
に
行
〈

そ
の
他
・
・
他
の
地
区
も
順
次
計
画
し
ま

す。
献血日時と場所

月日 H寺 問 I易 所 j対色 区象

午前正10時午3ま0で分から 市福祉川セ西ン社タ会ー 川西
3月3日(月)

午後3lH時寺3300分分かまでら 川辺町会館 川泉 辺国

午育ii正10時午3ま0分でから 健市康塩セ田ン母ター子 塩田

3月7日(勉

午後3l時時3300分分かまでら 健市康塩セ田ン母ター子 嵐田

寄
付
募
集
に
は

許
可
が
必
要

市
民
課
庶
務
係
宮
⑫
4
1
0
0

内
線

2
7
5
有
線
②
0
7
0
1

市
内
で
、

寄
付
募
集
を
す
る
に
は
、

市
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

後
援
費
、
賛
助
費
、
分
担
金
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
名
称
で
あ
っ
て
も
、
多
数

の
人
に
金
銭
物
品
な
ど
の
寄
付
を
促
す

行
為

(神
社
、
寺
な
ど
の
氏
子
や
配
俸

の
み
を
対
象
と
す
る
場
合
も
含
む
)
を

す
る
時
は
、
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

申
請
書
は
、
所
定
の
様
式
に
よ
り
、

市
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

っ
た
り
と
長
時
間
は
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
寒
い
日
が
続
く
と
思
い

ま
す
が
、
休
養
と
岬
内
閣
岨
は
じ
ゅ
う
ぶ
'
代

目
シ
」
納
川
，

4
ゆ

&
?
l
ν
L
6
・「
J

。

制
机
柿
例
旧
ル

健
康
診
査

三
歳
児

三
月
の
乳
幼
児
、
三
歳
児
健
康
診
査

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十

分
。
た
だ
し
、
四
・
九
か
月
児
は
二
時
。

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

三歳児健康

診査日程表

会土品 市健康セ ンター

地区

主f

象 52年2丹生

児

乳幼児健康診査日程表

会場 市健康七 ノ ター 市塩田母子健康センター
市 川西社会

福祉セ ンター

;~ 4か月児 9か月兜 lil6か月兜 4.9か月児 lil6か月児 lil6か月兜

象
54年11月 53年8月 53年8月

54年11月生 54年6月生 53年9月生 生 生 生児
54年6月 53年9月 53年9月

地区 新市内 旧市内 新市内 旧市内 新市内 旧市内 塩田全区 川西全区

3月 5 日 12日 4 日 25日 19日 26日 13 日
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ご
寄
付
お
礼

マ
上
小
広
告
美
術
塗
一
装
事
業
協
同
組
合

梯
冷
水
中
小
飲
甲
府
市
営
野
球
場
へ

マ
逢
坂
和
男
梯

(上
田
原
)
二
万
円

礼
会
制
祉
が
業
資
金
と
し
て

マ
士
山
摩
幸
夫
横
(
半
過
)
も
み
の
木
二

十

h
本

各

保

育

刷

へ

マ
中
央
上
田
観
光
練
式
会
社
横
十
五

力
人
千
六
百
二
十
七
円
社
会
福
祉
事

業
資
金
と
し
て

マ
小
宮
山
幸
男
梯

(中
央
六

)

一
万
円

社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

-
え
マ
渡
辺
勘
三
郎
横

(兵
田
町
)
も
み
の

-
つ
本
卜
本
各
保
育
園

へ

日
マ
関
口
順
梯
(
常
磐
城
五
)
鏡
一
個

幸
西
部
公
民
館
へ

広
マ
上
回
郵
便
局
郵
便
謀
六
文
会
横
一

一
万
二
千
円
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し

一

て

糾
マ
長
野
県
連
合
青
果
株
式
会
社
横
み

山
一
酬
か
ん
六
十
箱
社
会
福
祉
施
設
へ

別
…
附
マ
市
村
三
四
次
一
棟
(
福
田
)
ポ

ッ
ト
式

制
約
石
油
ス
ト
ー
ブ
一
台
報
思
寮
へ

一
マ
上
田
信
金
杉
の
子
会
梯
二
万
九
千

一
六
百
七
十
三
円
社
会
福
祉
事
業
資
金

一

と

し

て

一
マ
村
上
信
子
梯
(
中
央
一
一
)
十
万
円

号
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

一
W

マ
聞
章
三
機
(
千
曲
町
)
ハ

チ
密
三

第

十

本

報

恩

祭

へ

H
v

・a-EFa園
m
命
個
岡
市
占
悟
.
，
B
咽

'
a
w幽
圃

mv

〆
〆

，
，
ー
イ
仇
ル
ザ

n
p
f併比
p
i干
'

I 1日

コ
青
ド
|

|

五
円
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
中
村
文
梯
(
天
神
四
)
四
千
四
百

九
十
九
円
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し

てマ
大
沢
美
ど
り
梯
(
新
田
)
冷
蔵
庫
一

台
小
泉
小
学
校
へ

マ
永
沼
つ
ね
梯
(
中
央
一
二
)
一
万
円

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ

マ
下
之
条
保
育
園
保
護
者
会
横
石
油

ス
ト
ー
ブ
二
台
、
卓
上
ス
テ
レ
オ
一
台

下
之
条
保
育
園
へ

マ
酒
井
陽
梯
(
吉
田
)
五
千
六
百
五

十
円
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
清
水
国
太
郎
様
(
桜
台
)
絵
画
五
点

市
庁
舎
掲
額
用
と
し
て

マ
大
友
尚
男
横
(
中
央
二
)
掛
軸
六
点

市
施
設
展
示
用
と
し
て

マ
宮
下
之
子
梯
(
中
央
五
)
五
千
円

社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
宮
下
幸
雄
横
(
小
泉
)
ア
ル
ミ
脚
立

小
泉
保
育
園
へ

マ
上
小
遊
技
場
組
合
横
十
六
ミ
リ
カ

ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
青
少
年
健
全
育
成
用

と
し
て

マ

匿

名

二

万

円

社

会

福

祉

事

業

資

金
と
し
て

マ

匿

名

十

二

万

円

社

会

福

祉

事

業

資
金
と
し
て

マ

匿

名

一

万

八

千

百

五

十

円

社

会

福
祉
事
業
資
金
と
し
て

マ

匿

名

三

万

円

社

会

福

祉

事

業

資

金
と
し
て

以
上
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
き

lez
ー
し
れ
ん
e
d
m
w
'
l
bね
“
札
川
市
閉

l
t
L
I
Lば
H
e
z
b
1

・

費
節
減
に
努
力
し
て
い
る

こ

と

は

み

な

さ

ん
ご
存

じ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
天
然
資
源
を
大

切
に
使
う
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
の
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
大
き
な
課
題
で
す
。

あ
な
た
の
ご
家
庭
で
も
、
五
%
の
節
約

-
-
-
H
第
五
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
H

の
生
産

に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

" 
1 I! 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
…は
γ
一

一日
第
5
の
純
国
麿
エ
一ネ
ル
ギ
}

-
家
族
ぐ
る
み
で

5
%
の
節
約
を
|

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
五
番
目
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
ー
ー
と
い
わ
れ
ま
す
。

石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
、
原
子
力

に
次
ぐ

n
第
五
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
と
い

う
わ
け
で
す
が
、
石
油
の
九
九
・
八
%

を
輸
入
に
頼
る
わ
が
国
に
と
っ
て
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
単
な
る

ρ

節
約
。
に
と

ど
ま
ら
ず
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が
生
み

出
す
H

第
五
の
純
国
産

エ
ネ
ル
ギ
ー
H

な
の
で
す
。

。
テ
レ
ビ
放
映

S
B
C
T
V
・
:
テ
レ
ビ
県
民
室

テ
ー
マ
:
・
「
も
の
を
大
切
に
す
る
心
」

と
き
・
:
二
月
二
十
四
日
刊
、
午
前

八
時
か
ら
八
時
三
十
分

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

田
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め

て、

」
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

田市の

。
一
日
生
活
教
室

講
師
・
:
千
野
光
一売
さ
ん

(
元
信
毎

解
説
委
員
)

テ
l
マ
:
・
「
資
源
と
私
た
ち
の
く
ら

ー
レ
」

と
き
:
・
二
月
二
十
七
日
制
、
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分

と
ニ
ろ
・
:
上
回
合
同
庁
舎

J
正
δ

わ

び

てん回八
訂 o -， 
正石・繋八広
し神・さ号報
まのんのっ
す誤 「え
。 り量令・おだ
て‘子・< '-
しはや 二
た、み月
。和」ー

お回欄日
わ中発
ひ繋、行

しさ和第

自

然

に

感

謝

し

、

き

れ

い

な

水

と

空

気

を

守

り

、

緑

の

あ

ふ

れ

る

ま

ち

に

し

ま

す

。

て

か

ら

だ

を

き

た

え

、

教

養

を

高

め

、

豊

か

な

文

化

を

育

て

る

ま

ち

に

し

ま

す

。

一
、
人
々
の
善
意
を
ど
う
と
び
、

あ

た

た

か

い

心

が

ふ

れ

あ

う

ま

ち

に

し

ま

す

。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み

ち

た

ま

ち

に

し

ま

す

。

一

、

平

和

と

自

由

を

求

め

、

広

く

世

界

に

目

を

向

け

た

明

る

い
ま
ち
に
し
ま
す
ョ

一、

日現在)

十106)

十 55)

十 51)

(十23)
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